

45 cm 全閉式アルミ壁掛け扇 

CF-45W 


取扱説明書 



このたびは、弊社 f45cm 全閉式アルミ壁掛け届 CF-45WJ をお買い上げ頂きましてまことにあ y がとうございます。 
こ•使用前に必ず取扱説明*をお亵みください。なお、この取扱説明書は大切に保管してください。 




♦ご使用になる前に、安全上の注籯をよくお読みの上、正しくお使いください。 

♦ここに示しました注意事項は、守らないと人身事故や、家財の損塞に結びつく重大な内容を記載しておし」ます 
ので、必ず守つてください。 

♦お読みになつた後は、お使いになる方がいつでも見られる堪所に保管してください。 


表示と意味について 



0記号の例 


圔 




分解禁止 


表示の意味 


誤った取 y 扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ危険性が想定される 
内容を示しています。 


誤った取し」扱いをすると、人が傷害を II つた y 、 物的損窖の発生が想定される 
内容を示しています。 


囡紀号の意味 


® の K 号は、禁止の行為を示します。（してはいけないこと） 
具体的な禁止の内容は、文章や絵で示します。 

左0の*合は、 r 分解禁止」を示しています。 


_の紀号は、行為を強制したり捶示する内容を示しています。 

ブ5グ515く 具体的な強制内容は、文章や輅で示します0 

左0の壩合は、 r * し込みブラグをコンセントから抜く j ことを示しています< 




絶対に改适はしな I 、火災•感電•クガの &TUA 
あ y ます • 



還紜中は危険ですので、芻根の中に_や指を 
入れな I 、ガードを^じし ei 、回の 
羽根で指が切断される重大な傷塞や事故の 
原因にな y ます0 


発生した時は、直ちに使用をやめスイッチを 
切り、差し込みプラグ5コンせントか5»ぐ 
火災 •© 霉の恐れがあ y ます。 


電源は、交流 100 V を使う • 交溉 100 V 以外の 
電ラと、火災感電の©れがあ y ます • 


f 通技以外の人は、分解 •!! 通5し 

:災 •«« •クガの®れがあ y * す•修理は r ? こ： 

w い上げの献店に si 貉ください • 



満»•点裱の畸は、スイッチ《切 y 差し込み 
プラグをコン t ? ントから抜く。濡れた手で抜き 
差ししない •» 電の a れがあ y ます0 


差し込みプラグの刃および、刃の取付面に 
付着したほこ y は、きれいに拭き取る〇火災の 
»れがあ y ます。 


、洗 si 等をかけた y 、 吹き付け 
電によ y 、 火災、感電の恐れが 



























注意 




■ 


Q 

使用#止 

換気 B として B 、 使用し《い•ダクトや*状の 
中等で使用しますと、モーター«攒や羽根が 
播傷する a れがぁ y ます0 

使用 S 止 

»発性可燃物(シンナー•ガソリン等）の近く 
で a « wi こ使用、殺^•掃昧用スブレー 

ます • 

€ 

プラグを持って抜く 

と こ 

必》し わて 5 

傷んでいるときは使用しないでください* 

Q 

使用第止 

■外の雨水のかかる場所や、 a 射日光下•裹溫 
多溫の場所での使用は*ける。また火気には 
近づけ at 、絶嫌劣化 ic < t る®電、漏電、火災 • 
故！ IO » mM 5 y ます0使用環《の MttH は、 
0 X ： 〜40でです • 

❶ 

取 y 扱い注肅 

菌祈 no 角度を変え s ^8 B 、 スイッチ、 
羽根の回転が止*つ E ことを « B してか5 
操作する • 

C 

ブラグを抜く 

ご使用後は、差し込みブラグをコンせントか6 
at 、ておく • wws 化によ s 火災 • wt の恐れが 

ます • 

Mai 

運転中は本機に近づか®い•特にお子様は 
危»です。 

ネクタイ•手袋•力ーテン等: CWIS 込まれ ® U 
ように注意してください • 

❶ 

保管注雇 

澀度の裏いところ、_のかか s ところ、直射 
日光のあたるところは避ける•お子様の手の 
題かないところに保管してください • 

❶ 

取 U 扱い注應 

取 y 付け、お手入れの錡は、手 a 在«1用す 
クガの»れがあ y ます • 

S 

電力は ■« コン tJ ントから取 s •やむ在得ず 
コードを使用する壩合はできるだけ班い 
a さでご使用ください • 


【用途】 


♦ェ壩内の換気•粉じんの»除や播械の冷却、攘気等に 


【特長】 

♦サーマルブ□テクター(復帰式過熱保 a 装匾）付きモーターを使用してお y ますので、安心してご使用いただけます。 

モーターが 異常 発熱すると、自動的にモーターが 停 止します。モーターの 還 度が下がると自動的にモーターが回転します。 
※本機か6離れる際は必ず本体の電源を切 y 、« a プラグをコン tz ントから抜いてください。サーマルブロテクターが 
锄いている塥合、電源が入つたままですと不憲な始動があ y 事故 やヶガの原因となる恐れがあ y ます。 

♦ダイヤル式スイッチによ y 、 a 量を3段*に k 節できます。 

♦左右首振 y •首折れ機能が付いています。 

♦モーターは全閉式ですので塵埃の多い場所での使用が可*です。また、油気にも強いです。 




















【組立方法】 



製品を組み立てる際は、各部のポルト、ナツトを確実に締め付けてください。振動でゆるみ、 
a 音ケガ•事故の原因となります。運送途上の衝 tf 等によし丄部品の破換•外れ•変形する塌合が 
沈思 あ y ますので、組立前にご確認ください。またスイッチを切 y 、 差し込みブラグを抜いた状態で 
組み立てて < ださい0 


注意 


•取付埸所は垂直で強度のある壩所に確実に固定してください。取付埋所に合わせた市販の 
ポルト•ナツトをご用想いただき、落下等の危険がないよう確実に取 y 付けてください0 
•組み立てが完全に終わつてから差し込みブラグを入れてください。 


※設匾面の强度を確認してから投 S してください0本体の靈さは約 7.0 kg あ y ます。»い投■面に取付ると落下事故や 
振動の原因にな y ます0 

1•①本体と⑬ベースを止めているネジニ H 所を外して本体からベースを取 y 外します。 

■付属コンクリート用アンカーの取付け 

II 付属のコンク U —卜用アンカーを使用する壩合は ®8.5 «m の下穴をあけてください。下穴は埋込深さよ tj 若干深めに 
あけてください。このコンクリート用アンカーは B 板の厚さが 25 m « 以上の H に取 y 付ける除に使用してください。 

B コンクリート用アンカーを埋め込み、平ワッシャーとナットで嫌め付け、コンクリート用アンカーを固定します。 

□ 一度平ワッシャーとナットを外し、ベースを入れて平ワッシャー、スブリングワッシャー、ナツトの順に入れてしつかりと 

ごご |※投匾圚の窃質に応じだポルト導をご用恚ください 〇 

※本機 s 真下 L 向け rwy 付けな〇でくださし\〇※•定期的に取付部がしっか y と固定しているかを確12してください0 



®8.5 nn _， 



I - 卜用アン：〇麵 


刖 pfli 在上にして取 y 付けてくだ3い • 


25«_以上 



f 回らないよ5に B 定して 
しつか y と總め付ける 


2 •初めにドリル等で a に穴を w け⑦リモコン取付ナイロン 
圧入します 0 

•⑨スイッチボックス取付金員をスイッチポツクスか 
⑧リモコン取付ネジ2本で a に取 y 付けてください。 


-イロンブラグを 
クスか6外し、 


•モーター部に取 y 付けてあ y ます4ケ所の 
ネジを外してください0 
•②後ガードの rupj 穴を上にして位*を 
合わせ、先に取 y 外し/£ネジで確実に取 y 
付けてください。 


ネジ取 y 付け穴 


シャフト 



:•ーターを正面か5見だ 













4 •④羽根に取 y 付けてあ y ます固定ビスをゆるめておきます。 

•モーターシャフト平面部分に固定ビスを締め付けられるように、位 B を合わせながら差し込みます。 
•固定ビスでしっか y と締め付けて固定してください。 


B 定ビス 




B 定ビス 



5•⑤ガードリングのネジをゆるめ、②後ガードに合わせて取 tj 付けます。 
•⑤ガードリングのネジをしめてしつか y と固定してください。 



取扱注應 


ガードリングのネジの締めつけがゆるいと®動で外れることがあ y ます0 
ネジが«実に締め付け6れガードが外れないことを»炫したうえでご使用ください0 


6 •組み立てた本体を®ペースのパイブ部分に*し込み、先に外した 
ネジで両サイドから«荑に締め付けてください0 



两ネジで締めます • 







アースは他の罨気器具と共用した y 、 ガス管•水道管•避*針•電話のアース等への接嫌は 
絶対に行わないでください。大変危険です。 

アースエ事(接地工事)を新たに行うには、罨511事士の資格が必要です。アースエ事を行う 
場合には、電気工事店にこ•相较ください0 


本機を安全にご使用いただくため、*込ブラグに付いているアース 
クリッブで必ずアースをとつてください。 

※漏電等による感電事故防止のため、アースは必ずとつてください0 



【操作のしか E 】 


スイツチ 

•スイツチは3段*に風置が WO できる3速スイッチになつてお tj ます。 
r » •中•強」のダイヤルを回すと邏 e を m 始します。 r 切 j にすると 
邐転を停止します。 


2首振 y 

•モーター上部の s » y つまみを押すと B 雄 ysw 始し、つまみを引き 
上げると萏振 y は停止します。 

• e 振 y 角度は水平方向に約9〇度の範囲で動2ます0 




約90度 













【保守と点検】 

羽根、ガード、モーターにホコリが付着しますと、興索者•雄動•モーター過熱などの*因とな tj ます。 

下 K 手黷に從って、各部の漓掃を行ってください0 

•モーター表 n のホコリは掃皤機で吸い取ってください0 

•羽根、ガードの汚れは、薄めた中性洗浸し、 H くしぼった桑らかい布で拭き取 A さらに乾いた布で洗 W が残6ない 
よラに拭き取ってください0 

•長時間使用し®い壩合は、スイッチを切 y 、 差し込みブラグをコンせントから抜いてください。またホコリがつかないよう 
に本機にビニール袋等をかけて保管して < ださい。 


❶ 

取扱注想 

滴播•点検の限は、スイッチを切 y * し込みプラグをコン tz ントから抜いて、羽根の回転が 
止まつ；2ことを » E してか6行つてください0 



Q 


取扱注想 


本体や羽根などを拭く壩合 B 、 
塗装面の«離や*形•破損を5 
羽根に添付された注憲シール< 


研 bh •ベンジン•シンナー等をご使用にな y ますと、 
しますので、使用しないでください0 
, cy 、文字を消さないでください。 
















【トラブルの原因と対策】 


故陣の種類 

原 因 

対 策 

スイツチを入れても羽根が 
回転しない。 

•差し込みブラグがコンセントに正しく 
差し込まれていない 0 

•コン fe ントに差し込まれているか点検。 

又コードに傷等がないか点検。 

•モーター•スイッチの故障 

•お霣い上げの販売店にこ•暹輅ください 0 

運転中に霣常音や振動が 
ある。 

•羽根の固定ビスがゆるんでいる。 

•羽根の固定ビスを締め直す。 

•ガードリングのゆるみ。 

•ガードリングのネジを締め®す 0 

•固定ネジのゆるみ。 

•各部固定ネジを締め直す。 

•投■場所が不安定。 

•安定した強度のある塌所に移動する。 

羽根の回転が通い。 

•電圧が低い 

•正しい電圧で使用する。 

•延長コードが ft すき5。 

•延長コードは使用しない 0 コン tz ントから 
近い壩所で使用する。 


♦上記の点検をしても瘙状が*わ6ないと sta 、 寧故防止のため、腹 s に使用を中止 u 差し込みブラグをコンセントから 
抜いて、お霣い上げの販売店へ修理をこ•依 H ください。 

♦ご自分で分解•修理は / a 険ですから、絶対にしないでください。®鼋•クガの恐れがあ y ます。 


本製品はサーマルブ□テクター(復帰式通熱保腰 «■) 讨きモーターを使用してお y ます0 
モーターが興常発熱すると自動的にモーターが停止し、モーター邐度が下がると回転し始めます 0 
* 々このような症状が出ました6、使用を止め、お買い上げの鼷売店にご暹» ください0 
※サーマルブ□テクターが作動し復帰すると、羽《が自動的に回転し始めますので、十分ご注慂ください0 






















エ壩面についての重要なお知らせとお願い 

コード • モーター • コンデンサ等の電氰部岛の H 年劣化によ5発熱 • 発 S 
、次のよラな S 状があ合には、蠹ちに使用を中止してください* 


S 期 H こ*用のエ**では、電潭コード • モーター • コンデンサ等の電気»3の 
ご«用前には必すご*«いただき、次のよラ tttt 状があ SI •合には、■ちに使用 

「巍營■重：1奶ァ叙抑 hit I C 


書®*を入れてち羽根が回 K しない • 

•*** 入れ S と輿常窗や讎動があ 5* 
•モーター部分が異常に熱い、 * たは*げ輿い • 
_羽«の回 K が興常に B い、または不規_に回6 
•本体•羽根が8形してい5^ 


1**は工業 «•!» です • 一!** HTST ) ご使用に比べると、•随な通境で展 B _ こ使用に 
な C ことが MS れ*す.ご使用！(には必 TjS 楼 ® U IWW ないことをこ* KS くだ; S ： い • 
また、 C * 用にならないときは、必す*込ブラグ*コンセントから抜いてください • 
»»■«& プラグ#コンセントに避し込んだ**放■しますと、トラツキング現象 （ K & 


ブラクとコンセントの■にホコリが着* y 、 溶気が加わ5と火花が発生しやすくな y ます • 
ホコリが饑げ r * 化すると、【トラック j と呼ばれ気の i ■が作られ、そこから放 js 


が起こる«険性があ y ます • 


株式会社ナカトミ 

〒382~0836長野県上高并»高山树大字高井6445番地2 

•商品についてのお間い合わせは「お客様相談窓口 J までご連絡ください, 


te_ 


026-245-3105 FAX. 026-248-7101 


DO (土 •日 • 祝日そ 
•仕様等を変更す 







